一代の 人気 女優、 ド. リュ ジィ嬢 は、 給料の 問題で、 

作者に も 金 を 払 はなければ ならない と 云 ふこと を 聞い 

て、 「何 だって。 一体 作者なん て 云 ふ もの を、 なしにす 

る わけに は 行かない かね」 と、 やっつけた。 ラ. カメ 

ラ ニイ 夫人 もまた、 オペラ 座の 化粧部屋に 納 つて、 「作 

者なん ぞゐ るう ち は、 芝居の 繁昌す る わけはない」 と 

宣言した。 それが、 仏蘭西の ことで ある。 しかも、 そ 

ん なに 旧い ことで はない。 

モリエ— ル、 マリ ヴォォ を 先輩と 仰ぐ 仏蘭西 劇作家 

である。 それく らゐ のこと を 云 はれても 腹 は 立てまい。 

まして、 相手 は 男に 非ず。 たゾ、 さう 云 はれながら も、 



にやり と 笑 ふので ある。 四十 日経つ と、 返事 を 聞きに 

行く ので ある。 勿論、 原稿 を 返して 貰 ひに 行く のと 同 

じこと である。 「まだ 見て なさう です が、 もっとお 預 

りして 置きます か、 それとも 持って お帰りになります 

か」 —— 持って 帰ります と 云 ふ 元気 あり や。 「わが 原 

稿 は 眠れり」 —— 無名 作家の 嘆声で ある。 脚本の 原稿 

は 劇場に 持ち込む とき まって ゐる。 雑誌 社 なぞで は受 

けつけ て くれない。 (ミュッセ は 大方 その 戯曲 を 舞台 

に 掛けない つもりで 雑誌に 発表した) 

「あ、、 XX さんです か、 お 作 を 拝見し ました。 結構 

だと 思 ひます が、 あの 第三 幕です がね」 劇場 主の 注文 



問題 に関すると 云 ふので、 一代 議士 は、 先年、 五十 年 

以上 を 経過した 作品と 雖も、 その 上演 料 (或は 印税) 

は 文芸 奨励 資金と して 事業家より 徴収すべき 法律案 を 

提出した。 

五十 年と 云 ふ 作家 遺族の 利権 は、 屢々、 論議され た 

が、 その 長き に 過ぐ と 云 ふ 説に 反対して、 「文学者の 子 

孫 は、 概して、 父祖の 精神 過労に よる 健康 上の 影響 を 

受けて、 生活 能力の 微弱な ことが 統計 上 示されて ゐ る。 

従って、 父祖の 恩恵 を 蒙るべき 期間 は、 他の 場合と 同 

一 に視て はならない ご と 云 ふ 社会的 主張が 勝 を 制し 

たと 云 はれて ゐる。 



そこで、 上演 料に 関する 現行 規定で あるが、 実際 は、 

各 契約に 於いて 協定され るので、 作品の 価値、 殊に 作 

者の 名に よって、 更に 劇場の 性質に よって 差異が ある。 

た、 V、 あくまでも、 一興 行 収入 (純益に 非ず) の 歩合 

制度 を 守って ゐる。 その 歩合 は、 八 乃至 一八 パ ー セン 

トの間 を 上下して ゐる。 例へば、 ポルト • サン マルタ 

ン座は 一 〇 パ —セントと 云 ふ 規定で あると すれば、 一 

晚の 収入が 二 万 法 以下の こと はない の だから、 二 千 法 

になる。 ー晚 三百 円なら、 そんなに 悪くない。 

劇場 主と 作者との 契約に 於いて、 此の 歩合 を 決定す 

るば かりで なく、 最小限の 興行 日数 を 予定す る。 これ 



が 劇場 主に 取って は 一 つの 冒険で ある。 大概なら、 そ 

の 期限 だけ はやり 通す。 また、 その 期間 だけ やって 貰 

ひたさに、 或る 種の 譲歩 をす る 作者 も あるら しい。 

現在の 劇作家 協会 は、 その 事業と して、 第一に 上演 

の 保障、 第二に 救恤 金の 積 立、 第三に 新進作家の 擁護 

を 標榜して ゐる。 第一 は 先づ申 分の 無い 成績 を 挙げ、 

第二 も 老朽 作家の 保護、 寡婦 孤児の 扶養、 医療 設備、 

購買組合 等に 著々 実績 を 挙げ つ ゝ ある やうで ある。 

た、 V、 第三が 思 はしく 行かない。 

会員 を 三種に 分け、 第一 種 会員 は、 八 幕 以上 を 上演 

し、 四百 法 を 拠金し、 且つ 二 名の 同種 会員に より 推薦 



された もの、 第二 種 は、 た y 三 幕 以上 を 上演した もの、 

第三 種 は それ 以外の ものと なって ゐる。 従って、 誰で 

も 会員に なれる わけで ある、 勿論 会員の 種別に よって、 

擁護 せらるべき 利権の 範囲が 違 ふば かりで ある。 

会規 は 一 々こゝ で 挙げる 必要 も あるまい。 同 協会と 

契約 を 結んで ゐ ない 劇場で 会員の 作品 を 上演す る こと 

はで きないと か、 会員が 個人的に 関係の ある 劇場で 自 

作 を 上演させる 場合の 特規 とか、 殊に、 協会と 劇場と 

が 取 交した 契約より 不利な 条件 で、 会員が その 劇場の 

一 つと 契約 を 結ぶ こと は 出来ない とか、 会員が 自己の 

経営す る 劇場で 自作 を 上演す る 場合の 制限と か、 (こ 



れは 興味の ある 問題で、 久しく 仏国 劇壇 を 騒がした。 

結局、 劇場 創立 後三年 間 は 無制限に 自作 を 上演し 得る 

が、 その後 は、 或る 割合で、 他の 劇作家の 作品 を 上演 

する 義務 を 負 ふこと になった) その他、 劇作家 一般の 

利権 擁護に 関して 詳細な 規定が 出来て ゐる。 

劇作家 協会 は、 多数 劇作家の 利権の ために 少数の 劇 

作家 を 敵と した こと も ある。 即ち、 劇作家に して 劇場 

主たる 少数の 幸運児 を 相手取り、 前述の 義務 履行 を 迫 

るた めに 訴訟 を 提起した。 弁護士 レイモン \ホ アンカ 

レは、 当時、 劇作家 協会の ために 光彩 ある 弁論 を 試み 

た。 嘗て 代議士 ミルランが、 議会に 於いて、 自由 劇場 



の 功績 を 称へ て、 政府の 没 理解 を 攻撃した のと 一対の 

佳談 である。 そして、 日本の 名 ある 政治家に 一 寸 真似 

なりと して 貰 ひたい 芸当で ある。 

最近に 制作 劇場 主ル ユニエ. ポオ を 相手取り、 元 同 

劇場 専属 俳優に して 劇作家なる ジ ヤン • サ ルマンが、 

自作の 上演 権 取 戻しに 関する 争議 を 捲き 起し、 一 時 劇 

壇の 注目 を惹 いた。 時節柄、 ポオ は 四面楚歌の 声を受 

けて、 たうとう 譲歩した やう だが、 これ も、 劇作家 協 

会に 加入して ゐ なかった サ ルマンが、 ポオの 搾取に 遇 

つて ゐ たわけで ある。 それ は 表面の 問題で、 実際、 二 

十 を 越えた ばかりの サ ルマンが、 自作 を 上演して 貰へ 



である。 プロ 劇作家 は 左傾 党で ある。 従って サン ヂカ 

リズムの 共鳴者で あるの みならず、 モス コォの 国際 労 

働 組合と 気脈 を 通ず る 連中で ある。 早く 云へば 革命 党 

である。 この 革命 党、 政治的 主張 は、 甚だ 過激で ある 

が、 職業の 立場から は、 なかなか 如才 がない。 一方、 

筋肉労働 者と 握手して、 君 等 こそ、 われらの カマラ ァ 

ドと誓 ひ を 立てながら、 組合で 劇場 を 立てる ために、 

一 度 砂 を かけた ブル 劇作家 協会に 寄附 を 申込んだ。 

一寸 面 喰った の は CGT の 荒武者 連で ある。 「劇作 

家って 云 や 芝居の筋 を 作る 先生 だが、 名前 を 見て 見る 

と、 一向 聞いた ことのない 名前ば かりだ。 アン リ • バ 



タイ ュ とか、 トリスタン • ベ ルナ アルって 云 ふやうな 

先生 はどうして へえら ねえんだ」 と 疑い 出した。 「そ 

ん なら、 劇作家が へえった つて、 別に CGT の 名誉に 

もなら ねえ」 と 思った。 然し、 同病 は 日なら ずして 相 

憫み、 相愛し、 相 助ける やうに なった。 こゝで 特筆す 

べき こと は、 貧乏で はない が コンミ ュ 二 ストの 一 劇作 

家 は、 久しく ヴ ォォド ヴィル 座に 原稿 を 「眠らされ」 

てゐ たが、 劇作家 組合に 加入して、 CGT の 仲間 入 を 

すると、 すぐに 同 劇場の 機械 係、 小道具 係、 電気 係 等 

の 運動で その 脚本が 上演され、 サン ヂカ リズムの 予期 

せざる 効果が 現れた ことで ある。 



そこで、 今後 注目に 価す るの は、 此の CGT 劇場で 

ある。 無資力 無 後援の 隠れた 才能 を 世に出す と 云 ふの 

が 同 劇場 の 目的 であると すれば、 必ずしも 主 義宣 伝 劇 

に 終始す る わけで も あるまい。 

一 度 上演され た 脚本 は、 始めて 単行本と して 印刷 さ 

れる 可能性が できる わけで ある。 前に も 述べた やうに、 

脚本の 原稿 を 本屋 や 雑誌 社に 売 込む と 云 ふこと は先づ 

絶対に 無い と 云って いい。 この 点、 日本な ど、 反対の 

やうで あるが、 今、 遽 かに その 可否 を 断ず る こと は 出 

来ない。 



成る ほど、 仏蘭西 (英独 あたりで も 同様 だと 思 ふが) 

の やうな 国で は、 劇作家が 舞台 以外で 自作 を 公表す る 

方法が 無い。 従って、 上演し さへ すれば その 価値 を認 

めら れる やうな 作品で も、 比較的 長く 人目に 触れない 

でゐる ことが 多い かも 知れない。 せめて 印刷され て、 

読まれる 機会で も あれば、 さう 云 ふ 人達に 取って は 幸 

せで あらう。 然し、 一 方で、 さう 云 ふ 国の 劇場 主 は、 

競って 優れた 新作 品 を 探し出さ うとして ゐる。 勿論、 

評価の 規準 はまち まちに 違 ひない。 た >、 「佳い もの 

なら、 上演しょう」 と 待ち構えて ゐる 劇場が 相当に あ 

る。 大家の もの、 人気 作者の もので なければ やらない 



作者と 主役 俳優との 関係 は 頗る 緊密で ある。 一 つの 出 

し 物が 「当れ」 ば 幾 月で も 打ち続ける。 歩合で ふくら 

む 作者の 懐ろ 加減 想 ふべ しで ある。 

た V、 営利 を 目的と しない 劇場で は、 交互 上演 法に 

よって、 出し物 を 毎日 入れ 替 へる。 一攫千金 を 夢み る 

作者 は、 かう 云 ふ 劇場 を あま リ悦 ばない。 

作者 対 劇場 主 及 俳優の 問題に ついて、 いろいろ 研究 

すべき こと も あるが、 あまり 立ち入った 話し はやめに 

する 

序に、 劇作家 協会 は 作曲家 協会と 合併した こと を附 

け 加へ て 置く。 協会の 内容 は、 何時か もっと 詳しく 紹 
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